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フ ラ ン ス 語 と 文 法 的 性

～ トランスジェンダー と第三 の性 ～

寺 迫 正 廣

は じめに

モ ンテーニ ュの『エセー』にあ るマ リー ・ジェル マ ン(MarieGermain)の 逸話 は よく知 られ

た話 である。22歳 の時、何かの拍子で飛び上が ろ うとふんば った拍子 に男根が生 えた とい うも

のだ。 もともとひげが濃 くて 「ひげのマ リー」と呼ばれていたのだが、 この瞬 間に彼女 はかれ に

なって しまった。 この話は 「想像 力にっ いて」の断章 にあ り1)、想像 力の もつ途方 もない力を示

す 実例 として使 われ てい る。 この逸話 は実 はすで に『旅 日記』のなか に記 され てお り、後年 、

若干 の脚色 とコメン トを施 して 『エセ ー』に転載 された ものだ。 『旅 日記 』の方 では事の珍奇 さ

に驚 いた よ うな雰囲気が漂 うが、特 に感想は付 されていない。 しか し、こ こには類似例 と して

も うひ とつ興味深いエ ピソー ドが書 き込 まれてい る。通 りかか った ヴィ トリ ・ル ・フラ ンソワ

の町で 「数 日前に絞首刑 が行 われ た」こ とを聞いた とい うのだが、 どんな話 か引用 しよ う。 「数

年 前、シ ョーモ ンの何人かの女た ちが男装 して生 きてい こ うと話 し合 って決 めた。彼女 らの一

人がマ リ(Mari)と い う男性名 で この ヴィ トリに住 み着 いて 、機織 りを して暮 らした。心根 の

や さしい青年で、だれ とで も友だ ちにな った。その うち、 この町 の女 と婚約 したが、何 かふた

りの 間に不和 が生 じて結 婚話 はそれ き りにな った。 ちなみに この女 は まだ この町 に住ん でい

る。 マ リはその後モ ンテ ィエ ・ラン ・デ に移 り、 同 じく機織 りで生計 をたてて暮 らした。や が

てあ る女 と仲良 くな り、結婚 した。以来4～5カ 月間一緒 に暮 らしたが、噂 では女 もこの結婚

に満 足 していた とい う。 ところが、 シ ョーモ ンの住人 に正体 を見破 られ、裁判沙汰 にな り、 と

うと う絞首刑 が言い渡 された。 マ リは再び娘 にも どる くらい な ら、吊る され た方 がま しだ と言

った。 そ して結局、法 を犯 して 自分の性 にないものを補 ったか どで首をくくられて しまった2初

モ ンテーニ ュは この逸話 にも特 にコメン トを施 して いない が、かれ が もと裁判 官であ った こ

とを思い起 こせ ば、事件 に対す る死刑 判決 とそ の執行 を どの よ うに受 け とめたのか聞いてみた

い ところだ。 マ リは神 に与 え られた性 を偽 った罪 で、 またそれ を悔 いる こともなかったが故に

死罪 となった と読め るが、マ リが今、 この時代 に生 きていれ ば ど うだろ う。 マ リは今の言葉で

言えばGID=性 同一性 障害(GenderIdenti七yDisorder)と 認 め られ る人物で あろ う。GIDは こ

こ数年 、欧米 とともに、 日本 にお いて も少 しずつ ではあるが、社会 的認 知 を得つつ あるよ うに

思われ る。 個人の解剖学的性 と性意識 とが明確 に一致せず 、身体的性 とは正反対の性意識 を持

っか、 自分 を男性 とも女性 とも規定 で きない か、 または両方 の性へ の所属意識 を持つ場 合 な

ど、既 存の二項対立的 な性 の二分法 か ら逸脱 した性意識 を持 っ人々の ことを指 してい る。 トラ

ンスジ ェンダー とも言 われ る。 これ らの人々が次第に 自分の立場 をカ ミング ・ア ウ トし始 めた

ことと機 を一 に して、 これ まで 「変人」、 「性倒錯 」扱 い を して きた社会が よ うや く、GIDも ひ と

っの生の あ りよ うとして認知す る方向に動 きだ してきたので ある。 異性装、同性愛 な どを排 除
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や 差別 の対象 とす るこ とな く、いわば社 会的マイ ノ リテ ィと して認知 しよ うとい う動 きが少 し

ず つでは あるがひ ろがってきた と言 え る。

GIDの 日本語 訳 には「障害」の語 が存在 し、不都合 な もの、癒 すべ きものの よ うな否 定的ニ ユ

ア ンスがつ きま と う。英語 のDisorder自 体 に も同 じ問題 が含 まれ て い るの で、 日本語 訳 と し

ては仕方 ない面 もあるが、社 会的認 知が求め られ てい るのは 「障害」の存在では無論 な く、その

よ うな性 のあ りよ うが、非常識 で怪 物的な ものではな く、普通 に 自然に存在す る とい う点であ

る。 した がって用語 としては略記 され るGIDあ るいは、カタカナ語 の トランス ジェンダー の方

がそ の生(性)の あ り方 を理解 した り説明 した りす るに も、個 人の 自己表明の際 にも有効 であ る

よ うに思 われ るが、今 の ところ 日本 では 「性 同一性 障害」が市民権を得た用語に な りつつ ある。

トランスジェンダーは通常、1)解 剖 学的性 は男性 だが本人の性 意識 は女性 、2)解 剖学的性

は女性 だが本人 の性意識 は男性 、3)解 剖 学的1生は男女 いずれ かに属す るが、心理的 には男 と

も女 とも決 め られない、あ るいは男で も女で もある、4)生 殖器 が男性器 と女性器 にはっき り

と分化 していない、いわゆ るア ン ドロギュ ノスあるいはハーマフ ロデ ィッ ト(両性 具有)と 呼 ば

れ るケー スな どがあ るとされ る。 人の性意識 は この よ うに、性 染色体や 身体的器 官 によって必

ず しも絶対 的に規定 され るものではな く、生得 か後天 的な社会 心理 的要因か今の ところ判然 と

した理 由づけは医学的 にも困難 なよ うだが3>、 ともあれ、個人 の社会心理的 な意識 に よる性意

識 と して の ジェンダー(gender)概 念 が語 られ るよ うにな ってきてい るのは事実 だ。二分 法 に

固執す るのではな く、実態をその よ うな もの として受 け入れ てい こ うとす るこの考 え方か らす

れ ば、人 間の性 は男性 か女性 かのいずれ に戴然 と分 かれ るのではな く、実に多様 な性が ある と

い うことになる。

筆者 はこの よ うなジェ ンダー論 、あ るいは 「性 の多様性」の指摘 と主 張に新 しい世界 を教 え ら

れ 、生 と知 の領域 の深 さ とひ ろが りを改めて思い知 らされたが4)、 それ と同時に この主題 は言

語学的 な問題 をは らむ こと、特にフランス語 の文 法体 系にお いては重 要な問題 にな る可能性 が

あるこ とに思い至った。 「文法的性(genregrammatical)5)」 の問題で ある。 日本語 において も

言語上 の問題 は発 生す るが、普段 フラ ンス語 を教 え、フランス語 に よる コミュニケー シ ョンを

実践 して い る者 として、 これは特 に興味深 い問題 を孕 んでい る ことに思 い 当たっ たか らで あ

る。

そ こで、小論 の 目的であ るが、GIDの 主題 を社会学的 、心理学 的に論 じるもので も、 医学 的

に論 じよ うとい うもので もない。 それは筆者 の能 力を超 える し、またその任 で もない。 ここで

は、マイ ノ リテ ィ文化論 、マイ ノ リテ ィ言語論 に関心を持つ者 として、また フランス語教育 に

携 わ る者 として、 トランスジェ ンダーの主張す る 「性 の多様性」が社会 的に認 知 された場合 、そ

して この人 々が、フランス語 の よ うに文法 体系の根 幹に 「文法 的性 」を持つ言語の話者 である場

合 、 これ を どう受 け止 める ことになるか とい うテーマについて考えてみたいので ある。

周知 のよ うに ヨー ロッパの言語体系 には名 詞の性(genre)が 規定 されてい て、す べて の名詞

が男性 、女性、 あるいは中性 に区別 され てお り、フ ランス語 の場合 、男 ・女の2種 類 に限定 さ

れ てい る。 この場合 、 「第三 の性」(後 述)を 主張す る トラ ンスジ ェンダー(フ ランス語 ではネオ

ロジスムでtransgend6risteと 表 記 され るが、 とりあえず 、 「中間ジ ェンダー」と訳す)は この
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フランス語文法 の根本 に ど う対応す るのか とい う主題 である。

ところで、フランス語 の 「文法的性 」の問題 と言 えば現在 、まず最初 に思 い浮かぶのが、 これ

また重要 な社会 言語学 的主題 で、職 業名詞 の女性名詞 を ど うす るのか、 とい う議論 で ある。 し

た が って、 まず フラ ンス語 が 「性 」の観 点か らどの よ うな文法体系 で あるかにつ いて検討 しつ

つ 、女性 の職業名詞 のあ り方 について考察 し、その上 で、新 たなそ して困難 な問題 へ と進 んで

い きたい.そ してわれ われ は考察 の過程 で、一見 まった く別 物に思われ る上記 ふたっ の 「文法

的性」の議論 が、実は互 いに関連 し、通底す る主題 である ことに思 い至 るであろ う。

1)フ ラ ンス語 における女性名詞 化の問題(f6minisationdesmots)

伺)フ ランス語 と性別化 され た世界

ドイ ツ語 、スペ イン語 、イタ リア語 、そ してフランス語 な どヨー ロッパ の言語体系 には、名

詞 に性(genre)が イ寸与 され ているケースが多い。 フランス語 の場合、 自然界 に存在 す る性 にな

ら うか た ちで 、物質 名 詞や 抽象 名 詞 も含 め たすべ て の名 詞 が男性(lemasculin)か 女性(le

f6minin)の いずれ かに分類 され て いる。 この場合 、物質名詞 や抽象名 詞 の性別 は恣意 的 に付

与 され る と説 明 され る。事実 、 この性別 は絶対 のもので はな く、フランス語史 にお いて、 かつ

て男性名詞 だった ものが女性名詞 に変わったケース、あるいはその逆 も存在 す る6)。 しか し、

日本 の フランス語 学習者 は名詞 に性 が存在す る こ とを知 る と必ず とい っていい ほ ど、なぜle

caf6や1eth6は 男性名詞で、1'eau;水 やlabibre=ビ ール は女性名詞 なのか。lesoleil=太

陽 は男性 でlalune=月 はなぜ女性 か とい うことについて考え込んで しま う。 これは言語学的

記号signelinguistiqueと 指示対象r6f6rentを 混 同 して考 えるた めに生 じる現象 なので ある

が、現実世界 も言語世界 もこのよ うな視点で とらえる習慣のない 日本人学生 に とって、無理か

らぬ疑問 と言 える。

名詞 の性 を見分 けるには語 のかた ち、す なわち単語の末尾 がeで 終わ るか否 かがひ とつの

目安であ ると文法書に は書かれ、latable、lafene七re、1'image、labeaut6な どは 「女性語尾」

と称 され る"e'■がついてい るこ とか ら女性名詞 に分類 され る と説 明 され る。 実際その よ うなケ

ー スが 多 いの は事 実 な ので あ るが 、 しか し、 学習者 はそ の直 後 にlesilence、1'espace、le

temple、1esucreな ど語尾 が"e"で あ るに もかかわ らず男性名詞 に分類 され る語群 と出会 うこ

とにな り、 かえって混乱 の度 を深 め るこ とにな りかねない。 したがって、 と りあえず 、 「自然

の性」が存在す る ものについては、unhomme(男 性名詞)、unefemme(女 性名詞)な どの よ う

に特 に問題 な く理解 で きるので、 この ことをいわばベース と して、一切の名 詞 に性 が付与 され

た、 しか も恣意 的にイ寸与 され たのだ と納得 して もら うしかない。 日本語の体系 と異 な り、 フラ

ンス語 を母語 として育つ者 に とって、世界 は性別 化 された もの(lemondesexualis6)と して把

握 され るのであ る。 しか し、文法学習の最 初に この問題 が出て くることは悪 い ことではない。

学習者 に とって シ ョックとも言え る体験は、言語 体系のあ りよ うひ とつを とって も洋の東 西で

世界認識 の方法 に この よ うな差異があ ることを発 見でき るか らであ る。 しか も、 この よ うな差
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異 に もかかわ らず、ふたつの言語体系は基本的 に相互翻訳可能性 を有す るこ とが、また興 味深

い のであって、異質で あ りなが ら、理解 可能 ・翻訳可能 とい う異文化への対応 の姿勢 を学 ばせ

る ことも可能で ある。

さて、名詞 が男性/女 性に分かれてい ることで、 どの よ うな ことが起 こるか とい う点 だが、

た とえば次の よ うなケースが挙げ られ る。 目本語 の一文 「私は学生だ」に対応 す るフランス語

はひ とつ ではな く、Jesuis6tudiant.お よびJesuis6tudiante.の2種 類 にな る。 コンテ ク

ス トがあっては じめて、両者 のいずれを選 ぶべきかが明 らかになる。 逆に コンテ クス トが なけ

れ ば選択 は不 可能で あ り、両方 を併記 す る しか ない こ とにな る。 つ ま り、 フランス語 には 「学

生」とい うニ ュー トラルな言い方が存在せ ずun6tudiantr男 子学生」かune6tudianter女 子

学 生」しか存在 しないの である。 これ は不都 合 なこ とに も見 える。 ただ、発話行 為 は現 実 と結

び ついて行 われ るか ら、実際 にこれ で何 か問題 になるこ とはこれ までの ところ特 になかった と

思 われ る。 む しろ性別 が明 らかにな って便利 な局 面 も存在す るはず である。 しか し、後述 す る

よ うに、 この よ うな理解 と納得の仕 方は トランスジェンダー のカ ミング ・ア ウ トに よる多様 な

性 、中間的性 の存在の主張が顕在化 する以 前は、 との留保が必要 である。

とこ ろで 、 フ ラ ンス語 にお け る名 詞 の っ く り方 の特 徴 をひ とつ あ げれ ば 、 た とえばun

6tudiant「 男子 学生」に対 してune6七udianter女 子学生」とい う具合 に、男性名 詞 に 「女性語

尾」と称 され る"e"を 付 して女性名詞がっ くられ こ とが多い点 だ。っ ま り、男性 中心主義 の思

考 の も とに フランス語 の体系が整備 され ている ことがわか る。 そ もそ もhomme「 男性 」が 「人

間」の意 として使 われ るこ と自体 、その ことを端的に示 して いる し、複数 の人 間集 団 を代名詞

で表示 す る場合 、男 女の数の比率 にかかわ らず 、ils「彼 らは」が用い られ る ところ にも、 その

考 え方 は顕れ てい る。

職業 をあ らわす名詞 のあ り方に も同 じ事 が言 え、 「医者」を表す名 詞は男性名詞unm6decin

しかな く、女性 の医師はunefemme-m6decinの よ うな言い方が な され る。た だ、 この こと

は 単に言語 の男性 中心主義 で片づ け られ る問題 とも言 えず 、職 業 にまつ わる歴 史的 事情 の反

映 、すな わち医者 は男性 の職業 で あった ことの反映 で もある。 この点 は 日本語 の 「医者 」が通

常、男 の医者 を指 し、女性 の医者 の場合 「女 医」が用い られ るこ とと共通す る とも言 える。

1-2)職 業名詞の女 性名詞化(職 業、肩書 き、職 階、職種)

歴史 の反 映 と言 えばそ うだが、 このよ うな職業名詞 の あ り方 は時代 にそ ぐわ な くな ってお

り、カナ ダ ・ケベ ック州 、ベル ギー に続いて フランス政府 も通達等に よ り、職業 を示す名詞 の

女性名 詞化(f6minisationdesmotsdum6tier)の 促進政策 を打 ち出 してい る。た とえば女性 大

臣がlamillistreを 使用す るな ど(1997年)、 率先 してその実現 をはか ろ うとしてい る7)。 その

結果 、全般 的傾 向 と して職 業名詞 の女性名 詞化 が進みつ つ ある よ うに見 え る。 た とえばun

avocat「 男性弁 護士」に対 してuneavocate「 女性 弁護士」は定着 してい る し、unpr6sident

「大統領 、議長」に対す るunepr6sidenteも 市民権 を得 てい る(pr6sidenteは 「大統領夫 人」、

「議長 夫人 」の意 もあ る)。 しか し、道 は平坦 では な く、 さま ざまな問題 も残 され た まま であ

る。undocteur「 博 士」の場合、unedocteur、unedoctoresse、unedocteureな ど、女性名
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詞 の 可能性 は追 求 され て は い るが 定着 には至 らず 、unprofesseurr教 授 」に対 して もune

professeur、uneprofesseureな ど可能性 が追求 され るが、評判 が よ くない。 したが って女性

で あ る こ とを示す 必 要 が あれ ば 、madameledocteur、unefemme-docteur、madamele

Professeur、unefemme-professeurの 形 が 用 い られ て い る 。 「小 学 校 教 員 」を 示 すun

instituteur、uneinstitutriceや 「教師」unenseignant、uneenseignanteが 定着 している こ

とか らす る と上 の現象 は奇妙 と言 えば奇妙だが 、女性名 詞化 にはAcad6mieFrangaiseが 強

く反対 している と言 われ 、また特 定の名詞 にっいては女性名詞 を作 ることに対 して、 当該職業

にある女性 の側 か らの反対 の声 もある とされ る。

1-3)docteurとdoctoresse

こ こでdocteur「 博士」の語 を例に問題 を整 理 してみ よ う。 なぜ、 この語 につい ては議 論 百

出で女性名詞化 が遅れ ているのか。 その理 由 として指摘 され るのは次の3点 であ る。i)フ ラ

ンス語 は長 くネオ ロジスム(造 語)を 嫌 って きたた めに、新 語 の創 出 には抵 抗や不 安が ともな

う。2)文 法 的 な 理 由 では な く、女 性名 詞 に侮 蔑 的 な意 味 合 い が付 与 され る。 た とえば

couturierが 「デザイ ナー」を示す のに対 してcouturiさreは ペ ジ ョラテ ィフ(侮 蔑 的)な 「お針

子]の イメー ジがつ きま と う。3)語 彙 のパ リテ ィは本来言語 学的で も文法 的で もな く、他 の

要因 に負 う8)。 この3つ に加 えて さらに、 フランス語の場合、女性名詞化 にお いて、複数 の可

能性 を有 す る ことも理 由 と して挙 げるべ きで あろ う。 ところで、doctoresseの 名 詞 の使 用は

15世 紀 に さか のぼ り、 まず 「教師」の意 で使 われ た。19世 紀 になって医学雑誌 にdipl6mesde

doctoresseの 語 があ らわれ 、 「女 医」の意 が出現 し、20世 紀前半Acad6miefrangaiseの 辞典

に も、femmedocteurの 方 が好 ま しい との注釈 つ きな が ら、 この語 を認 めてい る9>。 そ の

後 、 この形は不人気 とな り、現在で は使用 されな くなった。 なぜ 、そ うなったかの原 因だが、

docteurと そ の女性名詞化 の問題 には、ま さに上の3つ 要因が絡んでい るよ うに思 われ る。 ま

ず 、avocat/avocateの よ うに す っ き りと した形 が で き な い こ と。 接 尾 語 の 一esseに は

(h6tesseやmaitresseを 除 き)ペ ジ ョラテ ィフな コノテー シ ョンがつ きま とい、そ の意味 で現

在 はdoctoresseは あ り得ない こ と。 こ うした ことか ら、女性名詞 の造語 その もの に不信感 の

よ うなものがつきま とい、directriceな ども「小学校校長」を除 く肩書 き としては、敬遠 され る

こ とになってい るのではないだろ うか。

職業名詞 の女性名詞化 は古仏語 の時代 か ら取 り組 まれて きた古 くて新 しい問題で あるが、 し

か し、同時 にこれ は女性 の社会進 出がめ ざま しい産業革命 以降の、そ して20世 紀的、 あるいは

戦後的問題 ともいえ、男性 との対等性(parit6)を 言語 的に もカバーす る意 味か ら促進 がはか ら

れ た と言 え る。 しか し、 ここへ きて 、逆 の発想 が生 じて い る とも考 え られ な いだ ろ うか。

docteurは 男性名詞 として存在 してきたが、 それ に女性名詞 をつ く り、敢 えて 「私 は女性博 士

です」の よ うに性別 を明示す る必要が あるのか、 とい う疑問提起で ある。 フ ランス語 の言語 学

的論理性 を 日本語 にお きか えて 「女性博士」とい う語 で考 える ことに も問題 があ りそ うだが、敢

えて 日本語 に置 き換 えた のは、少 な くともdoctoresseは 「女性博 士」のニ ュアンス を持つ ので

はないか と考 えるか らである。 この考 え方 か らすれ ば、女性形 を作 る意味は な くdocteurを そ
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のまま男/女 に用 いて、必要な らundocteur 、unedocteurの よ うに使い分 ける方 がすっ き り

す るとも言 えよ う。

こ う考 え る と逆 に、avocatに 対す るavocate、pr6sidentに 対す るpr6sidenteの 造語 こそ

がおか しい こ とにな り、 これまでの努力を否定す る議 論 に陥 る危険性 も出て きて しま う。 この

議論 を押 し進 める と、究極 的には フランス語の職業名 詞はすべてenfantの よ うな、 コンテ ク

ス トで冠詞 を使 い分 け る語 彙 となって しま うのだが、む ろん現実 にはその よ うな ことは起 こ ら

ない し、docteurの 提起す る問題 は例外 的ケー ス とみなすべきなのだ ろ う。いずれ にせ よ、 こ

の語 の場合 、女性名詞候補 がひ とつではな く、上の よ うに3つ も可能性が存在す る ことが事態

を複雑 に してい るのは確かで ある10)。しか し、一方 ではそれ は多様 な創 造性 を示す もので もあ

り、パ リテ ィを 目指 しつ つ、臨機応 変 にそれ を活 かす 方策 が適 用 され るべ きで はない だ ろ う

か。Acad6mieFrangaiseの 女性名詞化 への反 対はひたす ら、上 に見たネオ ロジスムの拒 否 に

ある と思われ るが、その よ うな姿勢では流動す る世界の動 きに言語が対応 しきれ ない状況 をつ

く りだすのみではないか とい う指摘ll)は至極 当然であ ろ う。

フランス語 の女性 名詞化 の問題 は以上の よ うに文法的性 の論理、現実的 ・社会 的必要性 、個

人 の心理 的側 面な どの要因、言語 体系に内在す る男性 中心的構造 とが絡み合 って事 態を複 雑化

させ てい る。 流れ を押 しとどめる要因 にも説得的な ものが存在す るものの、社会 と言語 体系が

男女 の二分法 を軸 として動い て行 き続 ける限 り12)、女性名詞化 は避 けて通れ ない課題 であ る。

Docteurは まだ問題 をかかえたままであ るが、た とえばprofesseurに つ いて言 えば、すで に

略 記 のunprof、uneprofの 双 方 が 日常 的 に ご く普 通 に使 われ て お り、代 表 的 辞 典LE

PET■TROBLIilRTに も両語が採録 されて い る。 したがって、今 後まだ 、紆余 曲折 は予想 され

て も、大 きな流れ としては職業名詞 の女性名詞の創 出は時間 を費や しなが ら、進 め られてい く

であろ う。

2)ト ランスジ ェンダーと第三 の性

フランス語 において文法的性 にまつ わる問題 は上記f6minisationdesmotsdum6tierが 大

きな部分 を 占め るが 、 「は じめ に」にお いて見た よ うに、性 の二分法 が見直 されて 「多様 な性=

diversit6dusexe」 が社会的 に認知 され ることになれ ば、フラ ンス語の名詞 グル ープ のあ り方

に別 の面か ら影響 が及ぶ可能性 があ る。GIDあ るいは トランスジェンダーは、それ 自体 がマイ

ノ リテ ィの性 の あ り方 と して認知 されつ つあ るのだ が、その グルー プのなかで 、 さらに 「第 三

の性 」を主張す る人 々はマイ ノ リテ ィのなかの さらなるマイ ノ リテ ィ と言 える。 その存在 が社

会全体の大枠 を揺 るが し、またフラ ンス語 の言語構造 自体へ も影響 を及ぼす こ とにな るかは現

時点で何 とも言 えないが、 しか し、二分法 を否 定 し、多様性 を主張 し、 さ らに 「第三 の性 」を 自

認 す る人 々が社会 の表面 にその姿を現 して きた とい う事 実が重 要で あ り、そ こか らフ ランス語

の言語的特性が改 めて問い直 され 、カ ミン グ ・ア ウ トに よる新 たな生の あ り方 に沿 う言語 構造

が構 築 され る可能性 は否 定できない。
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2-1)FTM・MTFと 人称表現

GIDと い って も、い くつ かのタイプが あ り、 自然的性sexeと 社会心理 的性意識genderと

が正反対で ある場合 は、医学 的手段 に より解剖学的1生を後者 に沿 うものへ転換す る ことに よっ

て 、社 会生活へ適応 をはか るこ とが可能 とな っている。 この場合 、FTM(femaletomale)と

MTF(maletofemale)と 表記 され る二つ のタイ プがあ る。医療技術 の発達 が、性 転換手術 お

よび ホルモ ン投与 に よって、身体 をジェンダー意識 に近づ ける処方が フランスにお いて も行 わ

れて いる。転換 が成功裡 に行 われ る と、 この場合、言語表現 は手術前 と正反対 になるが、それ

が心理的安定 を生む ことにな り、 自己表現 も しっか りと行われ るこ ととな り、言語的 問題 は特

に生 じない と考 える ことが可能 であろ う。 このこ とへの周囲の理解が進み、社会的な受 け入れ

態勢 が完備すれ ば、比較 的スムー ズに不一致 に苦 しむ過去の苦悩の 日々 とは別の生 き方 をす る

こ とが可能 とな るはず であ る。 しか し、モ ンテ ーニュの時代 か ら400年 を遙か に過 ぎた現在の

フランスにおいて も、 日本 にお いても、否、世界の どこにおいて も男女二分法 による社会秩序

の形成 と維持 は容易 に変 わるものではな く、性の転換その ものへの理解 も長 い道の途上にあ る

と言わ ざるを得 ない。 であるか ら、本人 の性意識不一致問題が医療面で改善 されて も、GIDが

求め る問題 の多 くは未解決 のままに残 って しま う。 た とえば「パ ス」と呼 ばれ るGIDは 実生活面

では一見何 も困 らないよ うに見 えるが13)、身分証 明書や通勤定期券 な どに、み かけの性 と一致

しない氏名が書かれてい るのが あき らか にな った場合、問題 が生ず るケースがあ るとい う。 定

期券の場合、他人の定期 を不正使用 した犯罪者扱 い を受 け ることがある とい う。 日本では特に

法的整備 が遅れ、性転換 した個人が戸籍名(フ ァース トネ ーム)の 変更を要求 した として も裁判

所 はその要求に応 じよ うとは しない し、また通称 を変えた り、服装 が変わった りす る と職場 に

よってはいや が らせや 差別、排斥が行われ た りす るケース も生 じ、まだまだ理解 は進 んでいな

いのが現 状である。 戸籍 の性別欄 の男 ・女の変更な どは全 くの門前払 いの状況 であ り、人権差

別 とも言 える対応 が行われ ている とい う14)。ただ、FTM、MTFの 場合、近 い将来に法整備や

社会 的認知 が進 んで行 けば、支障な くマスのなかに溶 け こんで生活 を営めるよ うになる可能性

はあ り、要 は社会全体 が このよ うなGIDの 権利 を十全 に認 め得 るか にかか ってい る15>。

しか し、同 じGIDで もそ のよ うな努力で は どうにもな らないケー スが存在す る。 両性具有 の

意識 あるいは逆 に、いずれ の性 にも属 さない との意識 を持つ トランスジェンダー の場合 は さら

な る困難 な問題 が待 ちかま える。 フランスでは この種 の人々はtransgend6riste「 中間ジェン

ダー」と呼ばれ る。 この人々 こそが最 も、現在 の文法的性 のあ りよ うと深い 関係 を持つ。そ こ

で、次に この 「第三の性」につ いて考 えてみ よ う。

2-2)第 三 の性

古来 、ア ン ドロギュノス、ハーマ フロデ ィ ッ トな ど両性具有 の存在 は確認 されて いるが、こ

れ は医学 的に生殖器 の分化が不完全 なもの とみな されていた。つ ま り特殊ケー スや例外 として

分類 され るため、 これ らの人 々の存在が性 の二分法 を揺 るがす こ とは な く、 医学の進歩 ととも

に外科手術 に よる男性 化、女性化への治療が施 され るよ うにな り、20世 紀初頭 に始 めて性転換

手術 が行 われ た ことが確認 されてい る16>とい う。
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フランスの場合 も日本 と同 じよ うに、 「男」か 「女」か とい う二項対立それ 自体への疑問がひ と

つ の主 張 と して提起 され るよ うになったのは ご く最近 の ことで あるが、 「ジ ェンダー アイデ ン

テ ィテ ィー の多様性ladiversit6de1'identit6degenre」 として議論 され るよ うになって い

る。 しか し、intersexualit6(半 陰陽)の 語 は20世 紀前 半か ら使 用 され るよ うになったもののi7)、

メデ ィア 、特 にイ ン ターネ ッ トサ イ ト等でGIDの 代 替語 と して頻繁 に使 われ るよ うにな った

transgenreやtranssexuelは 辞書 には現在で も採録 されてい ない。 そんな状況下、1995年 に

CARITIGと い う「トランスジェ ンダー研究セ ン ター」とで も呼べ る組織 が結成 され18)、 自分 を

トランスジェンダー と感 じている人 々をは じめ、学生、 医者、弁護士 な どが集 まって、 この 問

題 につい て情 報蒐集 ・情報 交換 をはか り、会員相 互の議論 を展 開 し、 また悩み を抱 えてい る

人 々の相談 に応 じるな どの活動 を展 開 し、 また場合 によっては街路 に繰 り出 し、 フランス社会

に対 してGIDの 認知 を求 めてパ レー ドを行 ってい る。

この会 の特徴 はArmandHotminsky会 長 に よって トランス ジェンダーが はっき りと「ひ と

つ の文化 」とみ な され てい るこ とであ り、 しか もGIDを は っき りと「社会 を擬乱 す る集 団」と規

定 し、既成社会 の活性化 に資す るとい う考 え方 が見 られ る19>。イ ンターネ ッ ト上 にホームペー

ジが設置 され 、会 の活動 に世界 の どこか らでもア クセス、参加 できる体制が整 え られ 、 「文化」

に つ い て の 言 及 も そ こ に お い て 確 認 す る こ とが で き る。 こ の 会 に はandrogynus、

hermaphrodites、DragQueens、Dragkings、transsexuels、travestis、transgend6ristes

な ど多様 な人 々がfト ラ ンスジヱ ンダー」として集 まってい るとい う。CARITIGは この通常は

「不定形」で見 られ る集 団を 「ひ とつの コ ミュニテ ィ」と位 置づ け、相互扶助 に加 えて、マイ ノ リ

テ ィ集団 として強 い 自己主 張を直接 、間接 に行 ってい る20)。

上 に枚 挙 された語彙 の うち、travestisは 自分の 「自然の性」とは反 対 とみ な され る衣服 を好

み 、身につ ける異性 装者 を指 し、transsexuelsは 「ホルモ ン治療 を受 け、最終的 に性 転換 手術

を行 うに 至 っ た 人 」と定 義 され(DragQueens、Dragkingsに つ い て はalldrogynus、

hermaphroditesと ともに特 にコメン トはな いが前者2つ はtravestisに 類す るもの、後者2つ

にっ いては解説 不要 と思われ る)、 またtransgend6ristesに ついて は、 「ホルモ ン治療 を受 け

るこ ともあ るが、性転換 手術 は行わず 、 自分 のおかれた性 の曖昧性 を受 け入れ よ うとす る人」

と定義 され てお り、 「第三 の性=letroisiさmesexe」 を自認す る人々 とされ る。 こ こまで仮 の訳

語 と して 「中間ジェンダー」と称 して きた人 々の ことだ。 したが って、 トランスジェンダーのな

か で も、 このtransgend6ristesの ケ ー スが もっ とも本 論 の テー マ に 関係 す る と言 え る。

Hotminskyが 《bouleverserlasoci6t6》 「社会 を撹乱す る」 とい うの も特 にこの人 々を念頭

において いる と思 われ る。tranSSexuelSは フランス社会 に とけ込 む ことが可能 だが、 「第三の

性jは そ うはいかず 、いわば、80年 代 にア メ リカのゲイ社会で用 い られ る よ うに なったrQueer

理 論」21>の申 し子 として注 目され ている。 男で もな く女で もない、否、男で もあ り、女 で もあ

る とい う自己の あ りよ うを肯定的 に受 け とめ、通常 の社会規範 か らの逸脱 した存在 の認 知 を主

張す るtransgend6ristesは その意味でGIDの 中でも先鋭的 な一 団だ といえ よ う。
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2-3)第 三 の性letroisiさmesexeと 文法 的性

では、 「第三 の性 」を主張す るtransgend6ristesr中 間ジェンダー」の人 々はフ ランス語 の文

法的性 の問題 を どのよ うに考 えているのだろ うか。 上に見た よ うに 「中間 ジェンダー」の人 々は

「私は学生だ」とい う日本語 に相 当す るフランス語 の文をつ くる ことがで きない。男で も女 で も

ない(あ るい は男 で も女 で もある)と い う意識 であるか ら、男性名詞表 現 も女性 名詞表現 も選択

で きないわ けだ。 いずれ かの選択 が不 可能 とい うことになれば、別のかた ちを考 えざるを得 な

い こ とにな り(「私 は学生だ」とい う名詞 表現 を「私 は00大 学で学 んでい る」と動詞表 現 に改 め

るな ど)、 表現 を著 しく制約 され る ことにな るはず だ。 第1章 にお いてわれわれ は職 業名詞 の

女性化 につ いて考 察 し、その際、紆余 曲折はあ るものの この流れは着実 に進ん で行 くであろ う

と、 と りえ あ え ず の 結 論 を した 。 しか し、 あ る調 査 に よ る と22)GIDの 人 々 の 中 に は

f6minisationdesmotsdum6tierの 動 きに対 して困惑 し、む しろ反対で ある とい う。現状 な

ら「私 は学 生だ」には問題 が あるが、 「私 は教師 だ」す なわちJesuisprofesseur.だ と、男 であ

るか女 であ るかに関係 な く使 用で き、好都合 なわ けで ある。 とい うこ とは、男性 中心 主義 の、

その よ うな意 味で差別的な現在の フランス語の語彙論的状況 を是正す る方策 として進 め られ て

いる政策 がマイ ノリテ ィの トランス ジェンダー にとっては、言語活動 を狭 める逆行政策 だ とい

うことにな る。 マイ ノリテ ィがマイ ノ リテ ィを差別す ることにな りかね ない状況 が生 じている

と言 える。 こ うして、一見別物 と見 える文法 的性 に関す るふ たつの項 目(女 性名 詞化 とGIDの

言語 問題)が 意外 に も(方 向は異 な るが)根 本 でっ なが った同 じ問題 で あるこ とが判 明 した こと

にな る。

ところで、現在 までの ところ、筆者 の調べ た限 りではフランスではGIDの ほ うか ら、 フラン

ス語 の性 の二分 法に たいす るダイ レク トな疑 問提起 した文 献 ・資料 にはお 目にかかれ ない。

Transgend6ristes「 中間 ジェ ンダー」の人々 を3人 称 の代名詞 で呼ぶ場合 、il/elleやils/elles

の よ うに主語の レベルで両性 の可能性 に配慮 して の配慮が な され ているのみ であ る。 これは不

思議 と言 えば不思議 だが、想 像で きるこ とは、 「第三 の性」を 自認す る人 々 も生来、言語 的に上

述のlemondesexualis6に 生 きてい るわ けで、二分法 の文法 的性 を問題化す る発想 が出て こ

ない、あ るいは気 がついて も、それ に問題提起す るこ とになん らか、ため らいがあ るのでは と

い う可能性 も否定で きない。いずれ にせ よ、 トランスジェンダー 関係 は書籍 の刊行 も相次いで

い るので、今 後、 この問題 も論 じられ るこ とになる と思 われ る。

この問題 は、生来lemondesexualis6に 生 きているフラ ンス人 よ りも、 フランス語 を批判

的に観察 で きる、 フランス語 圏以外 の外 国人学 生が先 に気づ く可能性 は十分 考 え られ る。 事

実、 日本人 のFTMの 学 生がCARITIGの メンバーに対 して、 この件 に関す るアンケー ト調査 を

実施 してい る24)。このよ うな調査 がひ とつの啓蒙行為 になって、今後 この文法的性 の問題が議

論 の姐 上にの る可能性 は否定 できないのではないか と思われ る。

おわ りに

以上、 フランス語 と文法的性 の問題 についてふたつの観 点か ら問題 を整理 してみ た。職業名
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詞 の女性化 と トランス ジェンダー と文法的性 のふ たつ の主題 について検討 したが、 「文法的性j

において共通す るとはい え、ふたつの主題 は一見す る ところまった く別 のテーマ系に属す る よ

うに見 える。 しか しなが ら、考察 してみ ると、意外 なこ とに、 とい うか、 よく考 えてみれ ば納

得のい くところなので あるが、GIDの 言語使 用についてみてい くと、これ が職 業名 詞 の女性化

の主題 とも関連す ることがあ き らか にな った。ふたつ は「文法的性」において根本 で関連す るの

み な らず 、現実 的な フランス語使 用の局面 において も結びつい ていたのであ る。 ただ 、職業名

詞 の女性化 の問題 が、一筋縄 ではいかぬ とはい え、性差別解消 の観点 か ら促進 されて いるに も

かか かわ らず 、その動 きはGIDの 立場 か ら見れ ば、表現の可能性 を狭 める改悪 にな る可能性 が

指摘 され るな ど、方向性 が反 対であ るのは興味深い こ とで ある とともに、女性化 を規定方針 と

して機械 的に進 め ることには慎重で あ らねばな らない とい う視点 を提供す る ことに もなった。

GIDは また、 そ して とりわ け「第 三の性」を主張す るtransgend6risteの 存在 の社会 的認知

が進む こ とは、文法的性 の問題 、特に人称 や名詞 、形容 詞のあ りかた にひ とつ の修 正 をもた ら

す方 向に今後動 いてい くことが予想 され るが、 どの よ うな可能性が あ り得 るだろ うか。 この件

につい て今夏大 阪で講 演 した ある著名 な言語学者 に考 えを聞い た。彼女 はGIDが 提 起す る問題

につい て知 らない よ うであ り、最初 はletroisiさmesexe、1etroisiさmegenreの 語 を用いて

も、そん なものはフラ ンス語 の世界 にあ り得 ない、 とい うよ うな姿勢 を崩 さなかったが、次第

に事情 を飲み込 んで くると、その よ うなマ イ ノ リテ ィサイ ドか らの要請が出 て くる とすれ ば、

た とえば次 のよ うな方 法は ど うか と、ひ とっの試案 を提示 して くれた。それ は次 のよ うな もの

で ある。 「それ が必要 であ るとすれば、p6joratif(差 別的)に な らない何 かの指標 を作 り出す必

要が あるだろ う。ひ とつ の可能性 と して、iYelleの 他 にe1を 用い る とか、6tudiant、6tudiante

の他 に6tudiantaと い うよ うな形 を用意す る方法 は ど うだろ うか。」

これはむ ろん、思 いつきの提案 であるか ら、言語学者 の名前 も付 さないでお くが、ひ とっの

可能性 として 耳を傾 け、当事者 の意 向を含 めた今後 の議論 に傾 注 したい。

注1)MicheldeMontaigne:LesEssais;Livrθ1<Delaforeede7'imagination>6㎡ 翻o刀

eonformθauTextedθL'ExθmplairedeBordθaux,μ の θ!6.ρ∂r乃 ゆ1γθVMeMPUFP.

99

注2)MicheldeMontaigne:JournaldeVoyageenIta7ie,6ditionpr6sent6eetannot6epar

PierreMichel,LeLivredepochepp.23-24

注3)ジ ョン ・コラピン ト『ブ レンダ と呼 ばれ た少年 』(無 名舎 、2000年)に はジ ョンズ ・ホプ

キ ンス大学病院 の臨床 医で性科学者 のジ ョン ・マ ネー博 士(1921年 ニ ュー ジー ラン ド生)

が 「性 の 自己認知genderidentity」 の概念 をつ く り、解剖 学的性 ではな く、後天 的な社

会心理学 的要 因 によって決 め られ る とい う見解 を出 し、 それ を強 力 に主張 した。 しか

し、 これには異論が あ り、現在 もそ の議論 は続 いている とい う。

注4)追 手 門学院大学の義積京子教授(社 会学)の 紹介 で、たまたま先生のゼ ミにお いて二人の

トランスジ ェンダーの学生が 自分の性 につ いて同級 生の前で語 る様 子 を収録 した ビデオ
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を 拝 見 し た が 、 性 的 マ イ ノ リテ ィ と し て の 自 己 の あ り よ うに つ い て の 堂 々 と した 、 しか

も 明 快 な 説 明 は 実 に 説 得 的 で 、 そ れ ま で 性 の 二 分 法 を 疑 う こ と な く過 ご して き た こ と に

鋭 く反 省 を 求 め る も の で あ っ た 。 し か し 、 大 阪 弁 で 話 す 二 人 の 語 り 口 に は 同 級 生 の(そ

し て 私 の)無 知 ぶ り を 非 難 す る 調 子 は 微 塵 も な く 、 ユ ー モ ア に あ ふ れ 、 か つ 知 的 で 、 自

分 や 自分 を 取 り巻 く社 会 を しっ か り と 見 っ め 、 思 考 を 深 め て い る さ ま が 窺 え た 。

注5)上 記 、 追 手 門 大 学 の 学 生 は 義 積 教 授 が 授 業 の 冒 頭 で 「み な さ ん 、 今 日は 私 に か わ っ て 二

人 の 学 生 に 話 を し て も ら い ま す 。 彼 女 た ち は … 」と 言 わ れ た 時 、 間 髪 を い れ ず 、 「彼 女 た

ち 」と 呼 ば れ る こ と に 対 し て 、 こ の 呼 称 を 使 用 す る こ と を や め る よ う要 請 し た の で あ

る 。 義 積 教 授 は す ぐ に 「過 ち 」を 認 め"こ の 二 人"の よ うな 言 い 方 に 変 え て 紹 介 され た そ

うだ 。 こ の こ と か ら 、 特 に 三 人 称 の 言 い 方 に つ い て は 日本 語 で も 問 題 に な る こ と が わ か

る 。 男 言 葉 、 女 言 葉 に つ い て は ど うだ ろ うか 。 これ はFTMやMTFの 場 合 に は 問 題 は 比

較 的 ク リア しや す い 。 しか し、 そ れ 以 外 は い ず れ の 言 い 回 し も使 え ず 、 ニ ュ ー トラ ル な

表 現 を選 び 続 け る しか な い こ と に な ろ う。

注6)Yaguello,Marina:Lesexθdesmots,Belfond,1989な ど参 照 。

注7)女 性 名 詞 化 に 関 す る フ ラ ン ス 政 府 の 政 策 に つ い て は 、 藤 村 逸 子 氏(名 古 屋 大 学)が2002年

春 季 日本 フ ラ ン ス 語 フ ラ ン ス 文 学 会 に お い て 〈MadameIaprofesseur一 フ ラ ン ス 語 に

お け る 職 業 名 詞 の 「女 性 化 」一 〉 と して 詳 し く紹 介 され て い る。

注8)Femme,ノ'eeristonnom.LadocumentationFrangaise,1999,p.14

注9)同 上

注10)男 性 形 にeを つ け る 原 則 が す べ て に 当 て は ま れ ば 問 題 は こ こ ま で こ じ れ る こ と は な か

っ た の で は な い か 、 と い う 議 論 は 事 実 存 在 す る 。 た と え ば 《Rapportsurla

f6minisationdesnomsdem6tier,fonction,gradeoutitre:4.Lescontraintes

intemeSalalangue》 参 照 。

http:〃www.culture.gouv.fr/culture/dglrアcogeter/feminisation/4contraintes.html

注11)Fenime,ノ 初 ガθ60η 刀o加.LadocumentationFrangaise,1999,p.15

注12)次 の 章 で 扱 う 「トラ ン ス ジ ェ ン ダ ー と 第 三 の 性 」に 関 連 す る こ と だ が 、 トラ ン ス ジ ェ ン ダ

ー の 人 々 の 中 に は
、 女 性 名 詞 を つ く る こ と に 反 対 の 人 々 が 多 い と い う調 査 結 果 が あ る 。

大 阪 府 立 大 学 大 学 院 総 合 科 学 研 究 科 の 学 生 、 恵 茂 田 有 希 の 修 士 論 文 「性 的 マ イ ノ リテ ィ

に お け る フ ラ ン ス 語 の 文 法 的 性 の 変 則 的 使 用 」(2003)参 照 。

注13)「 パ ス 」と は 医 学 的 治 療 に よ り、 身 体 的 特 徴 と 心 理 的 意 識 と が ほ ぼ 一 致 して 、 本 人 も 他 人

の 目 に も 特 に 違 和 感 の な く な っ たGIDを 指 す 。

注14)2003年1月18日 朝 日新 聞 参 照 。

注15)cf:刀 θquoisouffrent/estransexue/s,6d.PatriciaMERCADER:L'i.〃usioll

7}ranssθxue!le,6d.Harmattan,1994.

注16)あ る 説 で は1912年 の 説 あ り。 これ に つ い て の 詳 細 はLaurenceH6r6diaとCARITIG

の 会 長ArmandHo七minskyと の 対 談 記 事(2001年7月5日)を 参 照 。 対 談 の テ ー マ は

以 下 の 通 り:Lacommunaut6quivabouleverserlasoci6t6EntretienavecArmand
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Hotminsky.(「 社 会 を か き 乱 す 集 団 」 ～A.オ ト ミ ン ス キ と の 対 談 。)

注17)ロ ベ ー ル 大 辞 典 で は1931年 初 出 。

注18)CARITIG:Centred'Aide,deRechercheetd'lnformationsurlaTranss6xualit6et

l'ldentit6deGenre.直 訳 す れ ば 「トラ ン ス セ ッ ク ス お よび ジ ェ ン ダ ー ア イ デ ン テ ィ テ

ィ 援 助 ・研 究 ・情 報 セ ン タ ー 」の よ う に な る。 会 長 はA.HOTMINSKY.

注19)こ の よ う な 規 定 は は 世 界 各 地 のGIDグ ル ー プ で も 珍 しい の で は な い か 。 詳 細 は 注16)の

ArmandHotminskyの 対 談 記 事 参 照 。

注20)街 頭 デ モ も よ く 行 わ れ て い る よ う で 、 た と え ば9月 に も パ リ で 行 わ れ て い る し

(http:〃www。caritig.org/lettre/tga _02_09/transgenre_actu.html)、7月 に は<STOPA

LATRANSPHOBIE>(「 トラ ン ス ジ ェ ン ダ ー 嫌 い を な く そ う!」)と 題 して 大 勢 の 人 が

参 加 し、 パ リ市 民 に マ イ ノ リテ ィ の 存 在 を 明 らか に し よ う と 努 力 して い る 。

注21)Queer理 論:80年 代 のuSAに お い て 、 性 認 識 に 関 す る 社 会 通 念 に 反 旗 を 翻 し 、gays、

lesbiennes、bi-sexuels、dragqueens、dragkingsな ど 「規 範 」か ら は ず れ た 人 々 の 主 張

を 擁i護 し て い こ う とす る 考 え 方 で 、 時 を お か ず に ヨ ー ロ ッ パ で も 語 られ る よ う に よ うに

な っ た 。ht七p:〃www.next-party.be/queer.html参 照 。 こ の サ イ ト にEveKosofsky

Sedgwick:ConstruiredessignificationsQueersLes6tudesGayetLesbiennes,

CentrePompidou,Paris,1998が 紹 介 さ れ て い る。

注22)注12)恵 茂 田 の 修 士 論 文 参 照 。

注23)FLE:frangaislangue6trang6re.「 外 国 語 と して の フ ラ ン ス 語 。j7)大 阪 府 立 大 学 大

学 院 総 合 科 学 研 究 科 の 学 生 のFTM(femaletomale)は 自 分 のURLお よ び リ ン ク 先 の

CARITIGの 西 都 で こ の 件 を 含 め た トラ ン ス ジ ェ ン ダ ー の 意 識 調 査 を 行 っ て い る。

注24)注12)恵 茂 田 の 修 士 論 文 で は 、 実 際 、 第3の 中 間 的 卜生に つ い て は フ ラ ン ス よ り も む し ろ

ア メ リ カ や 日本 の 方 が 多 い と の 結 果 が 出 て い る とい う。
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